
プログラムのテーマ 

プログラムの目的・編成方針 

プログラムの科目構成 
必修科目（２科目４単位） 

選択科目（以下の科目から１科目２単位を履修）【履修料追加により４科目８単位まで履修可能です】 

専修大学大学院リカレント教育プログラム 

中小企業経営 
人材育成プログラム 

～専修大学大学院履修証明プログラム～ 

 

 

出願資格 

募集人員 

出願期間 

２ ２５ ３ ４
選考方法 

選考日 

選考料 

登録料および履修料 

プログラム開講研究科（開講キャンパス） 

令和７年度 
開講 高 

度 

経済政策特論Ⅰ 
（中小企業論Ⅰ）【前期】 

経済政策特論Ⅱ 
（ベンチャー経営論Ⅱ）【後期】 

「ベンチャーキャピタル・プライベートエクイティ論Ⅰ〔合併開講〕」 

経済政策特論Ⅰ 
（企業コンプライアンス論Ⅰ）【前期】 

経済政策特論Ⅱ 
（企業コンプライアンス論Ⅱ）【後期】 

租税政策特論Ⅰ 
（直接税（所得税・法人税））【前期】 

租税政策特論Ⅱ 
（間接税（消費税・酒税））【後期】 

企業金融論Ⅰ 
（企業金融の基礎）【前期】 

経営学特殊問題研究 
（中小企業会計）【後期】 

～「専修大学大学院履修証明プログラム」とは～ 
社会人を対象とし、大学等の教育・研究資源を生かし、一定の教育

計画の下に編成された体系的な知識・技術の修得を目指した教育プ
ログラムです。 

目的・内容に応じ、60 時間以上の学修（本学大学院において科目
等履修生として3科目6単位以上の単位修得）を軸とし、通期（４月～
翌年１月）ないし半期（４月～７月、９月～翌年１月）の学修成果により
履修証明書が交付されます。また、科目等履修生として単位が授与さ
れるため、将来において修士課程進学の際には、進学先研究科の教
育課程に即したものであると認められる場合、15 単位を超えない範囲
で認定することができます。 


